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　紀美野町スポーツ公園オープニングイベントと
して、県内の高校生チームによるホッケー交流試
合が行われました。（3月 7日・同スポーツ公園多
目的人工芝グラウンド /箕島高校と耐久高校との
対戦）　　　　　　　　　　　【16面に関連記事】
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開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご

挨
拶
並
び
に
、
そ
の
後
の
行
政
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
８
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会
に
お
い

て
、
我
が
紀
美
野
町
チ
ー
ム
は
第
５

位
に
入
賞
致
し
ま
し
た
。
過
去
最
高

の
立
派
な
成
績
で
あ
り
、
選
手
の
栄

誉
を
称
え
る
と
共
に
熱
心
に
ご
指
導

頂
い
た
監
督
を
は
じ
め
、
多
く
の
関

係
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、明
日
、３
月
７
日
は
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
竣
工
式
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
本
事
業
は
平
成
19
年
度
及
び

20
年
度
の
継
続
事
業
で
あ
り
、
議
員

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
、
そ
し
て
利
用
者
並
び
に
地
元
希

望
ケ
丘
地
区
の
住
民
の
ご
協
力
を
頂

き
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程

す
べ
て
の
工
事
が
完
成
し
、
い
よ
い

よ
竣
工
式
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

野
球
場
及
び
陸
上
競
技
場
を
備
え

た
多
目
的
運
動
広
場
、
ま
た
、
サ
ッ

カ
ー
場
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
と
し
て
利
用

で
き
る
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
さ
ら
に
管
理
棟
や
遊
歩
道
な
ど

が
完
成
し
、
既
に
整
備
済
み
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
体
育
館
を
あ
わ
せ
て
総

合
的
に
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
平

成
27
年
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
第
70
回
国
民
体
育
大
会
に
お
け
る

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
メ
イ
ン
会
場
に
内

定
し
て
お
り
ま
す
。　

　

今
後
は
、
こ
の
施
設
が
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る

町
民
の
皆
様
方
の
健
康
づ
く
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
大
い
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

次
に
、
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
化
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
波
の
混
信
検

討
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の

程
、
電
波
管
理
局
の
許
可
及
び
補
助

事
業
の
内
示
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
現
在
交
付
金
の
申
請
中
で

あ
り
、
交
付
決
定
を
頂
け
れ
ば
施
工

業
者
と
仮
契
約
を
締
結
、
今
期
定
例

会
へ
上
程
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

何
か
と
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し

て
お
り
ま
す
旧
野
上
区
域
の
ご
み
処

理
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
海
南
市

の
ご
理
解
を
頂
き
、
新
年
度
よ
り
海

南
市
で
お
引
き
受
け
を
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。利
便
性
は
も
と
よ
り
、

費
用
面
に
お
き
ま
し
て
も
負
担
が
少

な
く
な
り
、
あ
り
が
た
く
、
感
謝
す

る
と
共
に
、ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
秋
、
ア
メ
リ
カ
に
端

を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
不
安
が
我

が
国
に
も
及
び
、
１
０
０
年
に
一
度

と
い
わ
れ
る
大
不
況
を
引
き
起
こ

し
、
日
本
経
済
は
深
刻
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
第
２
次
補
正
予
算
に

よ
る
総
合
経
済
対
策
が
発
表
さ
れ
、

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
検
討
に
検
討

を
重
ね
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

に
資
す
る
事
業
並
び
に
雇
用
対
策
に

資
す
る
事
業
に
係
る
所
要
額
を
本
定

例
会
に
上
程
致
し
ま
し
た
平
成
20
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
並
び
に
平
成

21
年
度
一
般
会
計
予
算
に
盛
り
込
ん

で
お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

○
消
防
本
部
に
配
置
い
た
し
ま
す
高

規
格
救
急
自
動
車
購
入
及
び
救

助
資
機
材
積
載
車
購
入
事
業
。

○
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
係
る

低
所
得
者
向
け
対
策
と
し
て
１

世
帯
あ
た
り
１
万
円
の
紀
美
野

商
品
券
を
支
給
。

○
農
作
物
鳥
獣
害
対
策
強
化
事
業
。

○
町
内
保
育
所
の
耐
震
診
断
事
業
。

○
若
者
定
住
促
進
事
業
と
し
て
、
き

み
の
婚
活
支
援
事
業
。

○
野
上
地
区
塵
埃
処
理
場
閉
鎖
に
伴

う
跡
地
整
備
事
業
。

○
大
不
況
に
よ
り
利
用
客
が
相
当
落

ち
込
ん
で
い
る
か
じ
か
荘
へ
の

財
政
支
援
事
業
。

○
定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援
特

別
手
当
金
給
付
事
業
。

　

次
に
、
新
年
度
事
業
と
致
し
ま
し

て
、
過
去
３
年
間
、
将
来
を
見
通
し

た
町
づ
く
り
の
基
礎
作
り
を
今
日
ま

で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

更
に
進
め
「
安
心
し
て
住
め
る
町
、

活
力
あ
る
町
」
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
事
業
と
し
て
は
、
妊
婦
健
診
の

無
料
化
を
現
行
の
２
回
か
ら
14
回
ま

で
拡
充
、
野
上
第
一
保
育
所
の
建
設

事
業
、
生
石
高
原
の
ト
イ
レ
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
事
業
、
美
里
区
域
の
塵
芥

処
理
場
整
備
測
量
設
計
事
業
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
続
き
、
借
入
金

の
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
り
上
げ

償
還
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業

政
策
並
び
に
環
境
政
策
等
も
強
化
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、
耕

作
放
棄
地
対
策
事
業
、
不
法
投
棄
ご

み
撤
収
事
業
、
貴
志
川
環
境
保
全
事

業
、
道
路
環
境
保
全
事
業
、
生
石
山

高
原
ス
ス
キ
草
原
保
全
事
業
、
里
山

環
境
保
全
事
業
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

ハ
ウ
ス
事
業
、
田
舎
暮
ら
し
支
援
事

業
、
県
立
自
然
公
園
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

事
業
な
ど
積
極
的
に
雇
用
対
策
事
業

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
３
月
６
日
、
議
会
開
会
）

町長　寺本光嘉

～安心して住める町、活力ある町 づくりの実現に向けて～

平成２１年度 当初予算決まる !!
町

長

の

所

信

表

明
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平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
が

第
１
回
定
例
議
会
の
審
議
を
経

て
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、

六
九
億
二
，五
三
五
万
円
で
、
対

前
年
度
比
二
，
〇
八
九
万
円
減
、

率
に
し
て
0.3
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

歳　

入

　

町
に
入
る
お
金
の
う
ち
、
地

方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な

ど
の
依
存
財
源
は
五
四
億
五
，

〇
五
八
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

78.7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
特
別
交

付
税
に
お
い
て
措
置
さ
れ
て
い

た
合
併
経
費
の
算
入
が
終
了（
平

成
18
〜
20
年
度
）し
た
こ
と
に

よ
り
対
前
年
度
比
一
億
円
減
の

三
四
億
二
，
〇
〇
〇
万
円
、
国

庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
電
波

遮
へ
い
対
策
事
業
費
等
補
助
金

（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴

対
策
）
等
に
よ
り
対
前
年
度

比
一
億
四
，
六
一
九
万
円
減
の

二
億
七
，二
三
八
万
円
、
地
方
債

に
つ
い
て
は
、
第
１
保
育
所
建
設

や
臨
時
財
政
対
策
債
に
よ
り
対

前
年
度
比
一
億
八
，六
五
〇
万
円

増
の
一
一
億
三
，六
七
〇
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
町

が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源

は
一
四
億
七
，
四
七
七
万
円
で
、

歳
入
全
体
の
21.3
％
と
財
源
の
大
半

を
国
や
県
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
所
要
の
一
般
財
源
を
確
保

す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
等
か
ら

三
億
九
，〇
七
〇
万
円
の
繰
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

 

歳　

出

　

町
が
使
う
お
金
を
目
的
別
に

み
る
と
、
最
も
多
い
の
が
民
生

費
の
一
七
億
六
，
五
五
二
万
円

（
25.5
％
）、
次
に
借
入
金
の
返
済

に
あ
て
る
公
債
費
の
一
五
億
六
，

九
九
二
万
円
（
22.7
％
）、
衛
生
費

の
八
億
九
〇
二
万
円
（
11.7
％
）
と

続
き
ま
す
。
な
お
、
主
要
事
業
を

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一般会計予算 69億2,535万円

一
般
会
計
予
算

□ 分担金及び負担金ほか
　 分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、
繰入金、繰越金、諸収入

□ 地方譲与税ほか
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得
割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

会　     計    　 名 平成 21年度
当初予算額

平成 20年度
当初予算額

比較増減

金額 率（％）

総　　　　　　額 106億7,644 110億 5,780 △ 3億8,136 △ 3.4

一　般　会　計 69億2,535 69億 4,624 △ 2,089 △ 0.3

特　別　会　計 35億6,688 39億 5,737 △ 3億9,049 △ 9.9

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 14億5,785 14億 5,488 297 0.2
国民健康保険診療所事業特
別会計 1億1,066 1億 1,728 △ 662 △ 5.6

老人保健事業特別会計 375 1億 7,417 △ 1億7,042 △ 97.8
後期高齢者医療特別会計 3億4,806 3億 2,870 1,936 5.9
介護保険事業特別会計 14億 892 13億 9,676 1,216 0.9
のかみふれあい公園運営事
業特別会計 5,134 5,023 111 2.2

農業集落排水事業特別会計 2,606 2,590 16 0.6
野上簡易水道事業特別会計 4,358 2億 9,011 △ 2億4,653 △ 85.0
美里簡易水道事業特別会計 1億1,666 1億 1,934 △ 268 △ 2.2

企　業　会　計

公営
企業

上水道事業会計
(収益的収支と資本的収支
の合計額 )

1億 8,421 1億 5,419 3,002 19.5 

平成２１年度　総額予算額 １０６億７，６４４万円
会 計 別 予 算 額 ( 単位：万円 )
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改良工事が行われる町道福田松瀬線（福田地区）

標準宅地時点修正業務委託
年金特別徴収法改正対応基幹システム改修委託
地上デジタル放送中継施設維持費
木造住宅耐震診断委託
木造住宅耐震改修補助金
コミュニティバス運行業務委託
国民投票対応システム構築委託料
農業委員会委員選挙費
町長選挙費
衆議院議員総選挙費　　　　　

主要事業（一般会計）
　 は新規事業、それ以外は継続事業です。
　 緊急雇用創出事業、　 ふるさと雇用再生。

総務費
90万円

1,260万円
336万円
88万円
320万円

4,100万円
205万円
346万円
999万円

1,200万円

民生費
夏まつり実行委員会補助
町社会福祉協議会
敬老会演芸委託料
やすらぎ園負担金
福祉タクシー助成金
心身障害児在宅扶養手当
自立支援介護給付費・訓練等給付費
自立支援システム改修委託
児童手当
学童保育事業
野上第一保育所建設事業 
高齢者ふれあいハウス事業

衛生費
小型合併浄化槽設置補助金
野上厚生病院負担金
五色台広域施設組合負担金
海南海草環境衛生施設組合負担金
家庭用電気式生ごみ処理機購入補助金
一般ごみ焼却委託
粗大ごみ処理委託
美里区域塵埃処理場整備測量設計委託
妊婦健康診査事業
不法投棄ごみ撤収事業

農林水産業
ふるさと農道整備事業（段子峯）
林道毛原下滝ノ川線開設事業
地籍調査事業
町農業経営支援事業
農作物鳥獣害防止対策事業補助金
中山間地域直接支払事業
森林整備地域活動支援交付金
耕作放棄地対策事業
里山環境保全事業
移住交流・田舎暮らし支援事業
貴志川環境保全事業

商工費
町商工会補助金
シルバー人材センター補助
町伝統工芸後継者育成支援事業補助金
生石高原童謡トイレバリアフリー化事業
県立自然公園生石高原すすき草原育成保全整備事業
県立自然公園ツアーガイド事業

土木費

道の駅基本構想図作成業務委託
町道維持補修費
平中通り２号線（動木地区）
福田松瀬線（福田地区）
町道谷線（谷地区）  
町道東福井牧場線（坂本地区）  
建設残土処理場運営
道路環境保全事業

消防費
救急メール１１９番通報システム設置工事
小型動力ポンプ購入

600万円
1,831万円
700万円

1,606万円
39万円
140万円

1億1,323万円
105万円

4,811万円
363万円

4億967万円
 200万円

2,101万円
2億9,693万円

1,332万円
1億2,641万円

40万円
5,700万円
2,999万円
242万円
482万円
132万円

2,000万円
4,815万円

1億594万円
400万円
282万円

5,355万円
564万円
300万円
170万円
261万円
235万円

1,208万円
550万円
30万円
551万円
297万円
231万円

50万円
3,760万円
5,000万円
5,000万円

1億9,000万円
3,000万円
4,428万円
66万円

55万円
302万円

教育費
スクールバス運行委託
学校夢づくり
ＡＬＴ（外国人語学指導助手）経費
文化振興事業
ふれあいマラソン

1,152万円
63万円
831万円
400万円
200万円

建て替えられる野上第一保育所（動木地区）

新

新

緊 ふ

新
新

新
新
新
新

新

ふ新

新
新
新 緊

新 緊
新 ふ
新 緊
新 緊

新 ふ
新 緊
新

新 緊

新

新
新
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紀
美
野
町
で
は
、
１
日
で
も

早
い
定
額
給
付
金
の
給
付
に
向

け
て
、
町
を
あ
げ
て
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

給
付
金
の
目
的
は『
生
活
支
援
』

と
『
地
域
経
済
の
活
性
化
』
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
を
機
に
給
付
金
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〈
申
請
書
は
届
き
ま
し
た
か
？
〉

　

申
請
書
に
は『
ご
家
族
情
報
』

や
『
給
付
金
額
』
を
記
載
し
て

い
ま
す
。
そ
の
為
、
皆
様
の
個

人
情
報
の
安
全
を
考
え
て
、
簡

易
書
留
に
よ
り
平
成
21
年
３
月

20
日
か
ら
全
世
帯
に
向
け
て
発

送
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。も
し
、

今
に
な
っ
て
も
お
手
元
に
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
で
の
添
付
書
類
〉

　

申
請
の
際
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
添
付
書
類
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
必
ず
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

○
世
帯
主
本
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
為
の
書
類
（
免
許

証
な
ど
）
の
コ
ピ
ー

　

申
請
書
が
世
帯
主
本
人
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
か
確
認

す
る
為
の
書
類
で
す
。
他
人

が
本
人
に
な
り
す
ま
し
、
不

正
に
お
金
を
受
取
る
な
ど

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

○
受
取
を
希
望
す
る
通
帳
の
コ

ピ
ー

　

通
帳
の
コ
ピ
ー
が
同
封
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
金
融
機

関
に
対
し
て
口
座
照
会
手

続
き
が
必
要
と
な
っ
て
し

ま
い
、
お
受
取
頂
く
の
が
遅

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
役
場
の
業
務
時
間
中

は
、
紀
美
野
町
役
場
本
庁
、

美
里
支
所
及
び
各
出
張
所

で
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

〈
給
付
に
つ
い
て
〉

　

給
付
金
の
お
支
払
は
、
申
請

書
を
受
理
し
て
か
ら
30
日
程
度

必
要
と
な
り
ま
す
。
役
場
と
し

ま
し
て
も
１
日
で
も
早
く
お
支

払
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
　
　

℡
４
８
９―

２
４
３
０

 

子
育
て
応
援

　
　
　

特
別
手
当
と
は

目
的

　

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期

の
負
担
に
配
慮
す
る
観
点
か

ら
、
平
成
20
年
度
限
り
の
措
置

と
し
て
、
幼
児
教
育
期
の
第
２

子
以
降
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り

３
万
６
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
子
ど
も

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
小
学

校
就
学
前
３
年
間
に
該
当
す
る

子
ど
も
（
生
年
月
日
が
平
成
14

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
ま
で
の
子
ど
も
）
で

あ
っ
て
、
第
２
子
以
降
の
子
ど

も
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
第
２
子
と
は
、
同
一
世
帯
に

お
け
る
18
歳
以
下
の
子
ど

も
（
生
年
月
日
が
平
成
２
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
の
子
ど
も
）

の
中
か
ら
年
齢
順
に
第
１

子
、
第
２
子
と
数
え
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

手
当
の
額

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
あ

た
り
３
万
６
千
円
を
支
給
し
ま

す
。

申
請
の
手
続
き

　

手
当
の
受
給
に
は
、
対
象
と

な
る
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る

世
帯
主
が
、
紀
美
野
町
に
対
し

◆
定
額
給
付
に
関
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
定
額
給
付
金
に
関
し
て
手
数

料
の
振
込
を
求
め
る
事
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
役
場
か
ら
お
伺
い
す
る
こ
と

は
、
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
役
場
の
職
員
を
名
乗
る

者
が
『
申
請
書
の
回
収
』
な

ど
に
来
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

渡
す
こ
と
は
せ
ず
、
そ
の
場

で
役
場
に
一
度
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
と
宝
く
じ
の
普
及
活
動
に
係

る
宝
く
じ
の
助
成
金
で
、
神
野

市
場
地
区
児
童
公
園
に
遊
具
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
子
育
て
親
子
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

て
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
世
帯
主
の
方
に
は
、

申
請
書
を
定
額
給
付
金
の
申
請

書
と
同
封
の
う
え
、
送
付
し
て

い
ま
す
。
申
請
書
が
届
か
な
い

方
で
、
支
給
の
対
象
と
思
わ
れ

る
方
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

　
　
　

℡
４
８
９―

９
９
６
０

◆
も
し
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
場

合
は
、
海
南
警
察
署
や
役
場

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ

そ
お
っ
た
「
振
り
込
め
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐

取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
紀
美
野
町
定
額
給
付
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

遊
具
を
設
置
し
ま
し
た

平
成
20
年
度

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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事業名 対象・内容等 日　時
健康相談 健康診断書の作成

一般健康相談
４月１４日（火）　　９：００～１１：００
４月２８日（火）　　９：００～１１：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ４月１４日（火）　　９：００～１１：００
４月２８日（火）　　９：００～１１：００

検便 ４月１４日（火）　　９：００～１１：００
４月２８日（火）　　９：００～１１：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
精神科医師が相談に応じます。

※相談日は未定です。お問い合わせ下さい。
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手
続きを行います。

４月１４日（火）　１０：００～１１：００
４月２８日（火）　１０：００～１１：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日 　　９：００～１７：００
エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は

約２週間後）にお知らせします。
４月２８日（火）　１７：００～１９：００
※予約制です。

教室名 日　　時 場　　所
コアラ ４月１４日（火）９：３０～１１：３０ 総合福祉センター（はじめましての会）
カンガルー ４月２８日（火）９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

4月の日程
■場　所：総合福祉センター  １日・８日・１５日・２２日（毎週水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　　　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、支援センター　℡489-9711まで〉

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。　　　　　　

※留守の場合は、第二保育所

海 南 保 健 所 だ よ り

献血のお知らせ
４月６日（月）
１０：００～１２：００　JAながみね野上支店
１３：３０～１６：００　紀美野町工業団地（前田鉄工）

５月３日（日）
１０：００～１６：００　県動物愛護センター
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特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内

障がい者巡回相談のお知らせ

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

4月　7日（火）
総合福祉センター　　   9 時 30 分～正午　　
美里支所　　　　　　 13 時 30 分～ 16 時

　野上厚生病院内
　相談支援事業所
　℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

4月 15 日（水）
総合福祉センター　　   9 時 30 分～正午
美里支所　　　　　　 13 時 30 分～ 16 時

　療育センターA
あおい

OI
　℡ 483-0454

健康づくりコーナー

　■国保特定健診対象者：40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。
※上記以外にも、医療機関での個別健診（国保特定健診・がん検診）や、国保被保険者の方は国保人間ドック・脳ドック・歯科ドック  
　等もご利用いただけます。
詳細は保健福祉課までお問合せください。保健福祉課：電話　４８９－９９６０（総合福祉センター内）

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 Part.8）

 

※栄養士の山野です。

同じ具材でも、調理法でヘルシーに！
ヘルシー料理のコツ！お教えします！

～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～
【平成21年度の集団健診日程】申込みは保健福祉課まで！

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診

5月 10日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月 4日（木）：8時～受付 真国区民センター ○ ○ ○ × × ×
6月 7日（日）：8時～受付 長谷毛原診療所 × ○ ○ × ○ ○
6月 1１日（木）：8時～受付 自然体験世代交流センター ○ ○ ○ × × ×
８月 ２日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月 23日（日）：8時～受付 美里支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月 29日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２１年４月１日から
妊婦健康診査の公費負担制度が拡充されます！
　妊婦さんの健康管理の充実と経済的負担を軽減するため、
妊婦健康診査費を助成する制度が拡充されます。

○４月１日において、紀美野町役場保健福
祉課に妊娠の届出を行っている方には、
妊娠週数に応じた受診票が交付されます。
　※対象となる方には、受診票を郵送いた
します。
○４月１日以降に、妊娠の届出にこられた
方には、14回分の受診票が交付されます。

望ましい妊婦健診の受診回数
初回健診～妊娠23週：1回 /4週
妊娠２４週～３５週：1回 /2週
妊娠３６週～出産：1回 /週
合計　14回

☆お問い合わせ先
　紀美野町役場　保健福祉課（総合福祉センター内）　電話　489-9960

胸のレントゲン検診を受けましょう！
　５月の中頃に町内の各地区をレントゲン車で巡回して、胸のレントゲン検診を行います。
　この検診は、胸のレントゲン撮影により、結核だけでなく、肺がんや心臓病等の病気が発見されることもあります。自覚症
状（咳・痰など）がなくても年に１回は検診を受けて、ご自分の体をチェックしましょう。

＊日程などの詳細については、５月に各戸配布にてお知らせ致します。

　健康体を取り戻したいメタボの方も、健康体を維持したい
方も、もっと健康になりたい方も、まずは『望ましい食習慣』
を身につけることが一番！
　健康になれる食事や食習慣について、
皆で一緒に学びましょう。

紀州3人っこ施策 (第三子以降に係る妊婦健康診査費助成 )
事業の終了のお知らせ
　紀美野町で、第三子以上を生み育てようとする妊婦さんの妊婦健康診査に要する
費用を助成する事業を実施していましたが、妊婦健康診査の公費負担制度の拡充に
より、平成21年3月31日をもって終了いたしました。
☆お問い合わせ先
　紀美野町役場　保健福祉課（総合福祉センター内）　電話　489-9960

日  時 4月 28日（火）
午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）
内  容 旬の“たけのこ”をおいしくアレンジ！
持ってくる物 エプロン、三角巾、（持ち帰り用容器）
定　員 ２０名
申し込み
締め切り

4月 22日（水）
※但し、申込者多数の場合は抽選により決め
させていただきます。

申込み先 保健福祉課（℡４８９－９９６０）

海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさまざまな
相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。
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「（
旧
）
野
上
区
域
の
台
所
ご
み
」

広
域
支
援
に
よ
り
処
理
を
開
始

し
ま
す

　

現
在
、
五
色
台
聖
苑
駐
車
場

拡
張
造
成
整
備
工
事
が
施
工
さ

れ
て
お
り
、
工
事
期
間
は
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
皆
様
方
に

は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
参
列

車
両
に
つ
い
て
は
別
途
駐
車
場

を
確
保
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五

色
台
聖
苑
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

五
色
台
聖
苑　

事
務
局

℡
０
７
３―

４
８
９―

５
５
０
５

　

民
間
業
者
に
委
託
し
て
お
り
ま

し
た
（
旧
）
野
上
区
域
の
台
所
ご

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
南
市
の

ご
好
意
に
よ
り
平
成
21
年
４
月
１

日
か
ら
処
理
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
集
等
に
つ
い
て
は
別
途
チ
ラ

シ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

果
樹
栽
培
農
家
の
み
な
さ
ま

が
、
心
を
こ
め
て
作
っ
た
果
実

が
災
害
な
ど
で
減
収
し
た
と

き
、
そ
れ
を
補
填
で
き
る
唯
一

の
制
度
が
果
樹
共
済
で
す
。

　

果
樹
共
済
は
、
国
が
実
施
す

る
公
的
保
険
制
度
で
掛
金
の
半

額
を
補
助
し
て
く
れ
る
の
で
加

入
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

加
入
申
込
期
間
は
、
６
月
30

日
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和

歌
山
中
部
海
草
支
所

℡
０
７
３―

４
８
２―

２
２
０
５

五
色
台
聖
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成２１年度の年金額や国民年金保険料額について
　平成21年度の年金額は、平成20年度の年金額が据え置きとなりました。
　老齢基礎年金（満額）で、月額66,008円です。
　特別障害給付金については、障害基礎年金１級相当に該当する方は月額50,700円、２級相当の方は月額
40,560円です。（ただし、本人が受給する他年金との調整や、本人の所得により支給額が制限されます。）
　国民年金保険料額については、１ヵ月につき14,660円です。４分の３納付の方は11,000円、半額納付の方
は7,330円、４分の１納付の方は3,670円となります。
　保険料は、原則として翌月末日までに納めないと、思わぬ事故にあった場合、障害基礎年金や遺族基礎年金を受
けられないことがあります。また、２年を過ぎると納付できません。納め忘れにご注意ください。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

平成２１年度合併浄化槽設置希望者の募集
　平成21年度の合併浄化槽設置補助金の申し込みを４月から募集します。専用住
宅及び小規模な店舗等との併用住宅（基準有り）について合併浄化槽の設置を予定
されている方で、平成22年３月末までに必ず完成できる方及び町要綱に準じて施
工された方に補助金を交付します。

【補助金額】５人槽
６～７人槽
８人槽以上

【受付期間】４月１日～４月３０日
※補助金を受けていただく方に、保健所が行う浄化槽管理講習会を受講していただく必要が
　ありますのでよろしくお願いします。受講料は無料です。

管轄保健所 開 催 日 区分 会   　場

海南保健所

   ９月１１日 夜 紀美野町総合福祉センター

１０月２１日 夜 海南市民会館大ホール

   １月１３日 夜 海南市民交流センター視聴覚室

   ２月１８日 昼 紀美野町総合福祉センター

岩出保健所

   ７月１７日 夜 紀の川市役所３階大会議室

１０月１６日 昼 紀の川市役所３階大会議室

   ２月   ５日 夜 那賀振興局３階大会議室

応募者多数の場合抽選
受付期間終了後予定基数に達しない場合
は先着順で受付します。

（昼の部：午後１時３０分～１時間程度／夜の部：午後７時～１時間程度）
【問い合わせ先】　紀美野町役場建設課下水道係　℡４８９－５９０４

保険料は追納できます！
　法律により納付が免除された期間や、経済的に納付が困難な場合の申請免除期間、若年者納付猶予期間、学生納
付特例期間の保険料は、過去１０年以内であれば、遡って納めること（追納）ができます。追納することにより、
将来受け取る年金額を増やすことができます。
　平成２１年度中に追納するときは、平成１８年度以前の保険料には、経過した年数に応じて加算があります。保
険料追納のお申込みは、お近くの社会保険事務所へお申込みください。

和歌山社会保険事務局・和歌山西事務所　〒641-0035 　和歌山市関戸２－１－４３
総合相談室　℡ 447－ 1660　国民年金課　℡ 447－ 1688

382,000円
464,000円
598,000円
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｢ 平成２１年度和歌山県作物鳥獣害対策強化事業 ｣ の募集のお知らせ

防衛省からのお知らせ

問い合わせ
自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所 
〒 649-0316　和歌山県有田市宮崎町106-2

TEL　0737-82-6631
E-MAIL　recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

募集種目 受付締切等 応募資格（年齢）
２等陸・海・空士（男子）随時受付 １８歳以上２７歳未満の男子
予備自衛官補（一般） ～４月１３日（月） １８歳以上３４歳未満の男女

予備自衛官補（技能） ～４月１３日（月）

１８歳以上５３歳未満の男女
（語学・整備・情報処理・通信・電気・建設・衛生の技術区分の国家免
許資格等を有する者）
※国家免許資格の詳細はお問い合せ下さい。

一般幹部候補生 ４月1日～５月１２日（火）２２歳以上２６歳未満（卒業見込者を含む）
一般曹候補生 ４月1日～５月１２日（火）１８歳以上２７歳未満（２１年度高校卒業見込者を除く）

今年も、野生鳥獣による農作物被害防止のための上記事業を実施しますので、下記内容のとおり募集を行います。
なお応募事業内容の審査、事業予算枠調整等で不採択となる場合がありますのでご了承ください。 
◎応募資格
◎募集期限
◎提出書類
◎提出及び問合せ先

２戸以上の農業者の団体
平成21年4月15日 ( 水）まで
事業計画書・事業予算書・位置図・見積書等
紀美野町　産業課ＴＥＬ４８９－５９０１　又は　産業建設室４９５－３４６２まで

施設の種類 補助対象経費及び補助率 その他
電気柵、ネット柵、トタン柵、
その他防護柵

補助対象経費・・・・防護柵等の設置に要する資材費
補助率・・・・・・・県：町：団体　＝　1/3：1/3：1/3（概数）

耐用年数５年以上を
有する資材等

「平成２１年度紀美野町農業経営支援事業」の募集のお知らせ
　この事業は、農業経営の振興を目的として、個人又は共同体が行う下記事業に対し予算の範囲内で補助金を
交付するものです。
　事業を実施しようとする方は、事業計画書及び見積書等の書類が必要になります。
　詳細については、役場産業課（TEL 489-5901）または産業・建設室（495-3462）へお問い合わせください。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額 募集期限

水田、果樹園、畑等の耕作
道・水路の新設及び改良

道路幅2m・水路幅24cm
以上とし国県の補助対象外

農園地面積10a以上を
有する2名以上のグルー
プ

町1/3以内 1グループあたり
500千円

平成21年
5月29日

農地の改良等 基盤（擁壁等含む）区画・
フラット化

農園地面積10a以上を
有する2名以上のグルー
プ

町1/3以内 1グループあたり
500千円

平成21年
5月29日

果樹、野菜、花卉園地の施
設化 ハウス等の施設化

農園地面積1a以上を有
する2名以上のグルー
プ

町1/3以内 1グループあたり
500千円

平成21年
5月29日

果樹園、水田、畑地の防除
施設及びかん水施設整備

防除タンク・スプリンク
ラー － 町1/3以内 1グループあたり

500千円
平成21年
5月29日

イノシシ捕獲檻の製作及び
購入 －

網・わな猟免許取得者１
人につき5基以内（既
に補助を受けている方は
残数とします。）

町1/3以内 １基あたり
20千円

平成21年
12月 25日

農作物被害防止施設整備
（資材費） 防護柵・電気柵 個人単独施工可（農園地

面積概ね3a以上） 町1/3以内 １ｍあたり
300円

平成21年
5月29日

高品質生産対策（マルチ資
材費）　JAながみね経由 対象作物：柿、みかん － 町1/10 － 平成21年

5月29日

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行う
遊休農地１a以上を３年
以上借受、生産活動の継
続を行う農業者

１ａあたり
5千円

１農家あたり年間
150千円以内（初年度のみ）
　

平成21年
4月30日

農地集積推進
（賃借料 , 取得費）

農地を借り受け及び取得し
て規模拡大を行う

認定農業者または49歳
以下の農業者 町1/3以内

１人あたり年間
100千円（賃借は補助期間
3年、取得は初年度のみ）

平成21年
12月 25日

新産品産地化（経費） 新しい産品による産地化の
支援を行う

認定農業者または49歳
以下の農業者が行う産地
化づくり（概ね30a以
上）

町1/2以内 １農家あたり年間
100千円（補助期間3年）

平成21年
5月29日
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山　
　

彦　
　
　

第
45
号

「
三
日
坊
主
で
も
・
・
・
」

　

３
月
、
町
内
の
小
学
校
、
中
学

校
、
高
校
の
卒
業
式
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
や
来
賓
の
方
か
ら
の

お
祝
い
の
言
葉
、
卒
業
生
に
贈
る

言
葉
、
そ
し
て
卒
業
生
か
ら
の
言

葉
。
そ
れ
ぞ
れ
一
緒
に
す
ご
し
た

時
間
、
経
験
し
た
こ
と
で
し
か
言

い
表
せ
な
い
思
い
や
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
て
、
非
常
に
い
い
卒
業

式
で
し
た
。
大
き
な
希
望
や
夢
、

そ
し
て
一
抹
の
不
安
を
抱
い
て
旅

立
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
４
月
、「
入
園
」「
入
学
」

「
入
社
」。
新
入
生
、
新
入
社
員
だ

け
で
な
く
、
私
た
ち
も
、
新
た
な

決
意
を
胸
に
出
発
し
ま
せ
ん
か
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
も
よ

し
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

に
磨
き
を
か
け
る
の
も
よ
し
。「
思

い
立
っ
た
が
吉
日
」
い
つ
か
ら

で
も
い
い
の
で
は
。「
三
日
坊
主
」

だ
っ
て
月
に
１
回
あ
れ
ば
年
間
36

日
、
２
回
あ
れ
ば
・
・
・
。
長
い

目
で
見
た
ら
、
い
い
こ
と
ば
か
り

で
す
。

　

さ
て
、
私
は
ま
ず
身
体
を
動
か

す
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

第
10
回
町
民
大
学
講
座

「
困
難
な
時
代
を
ど
う
生
き
ぬ
く
か
」

　
講
師　

鎌
田　

實　

氏
（
医
師
・
作
家
）

　

こ
の
度
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来

塾
を
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
「
げ
ん
き
未
来
塾
」
の
平
井
二

嗣
で
す
。

　

未
来
塾
は
昭
和
63
年
に
開
設
し
て

以
来
、
都
市
と
の
交
流
や
合
宿
研
修

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
元
の
国
吉
小
学
校
と
い
う
こ
と

で
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
は
深
く
思

い
を
寄
せ
て
こ
ら
れ
た
施
設
で
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
思
い

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
身
を
引
き
締
め

て
お
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
ど
真
ん
中
に
あ
る

未
来
塾
が
、み
な
さ
ん
に
と
っ
て「
気

軽
に
利
用
で
き
る
楽
し
い
場
所
、
元

気
に
な
れ
る
場
所
」
と
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
木
造
校
舎
の

喫
茶
店
を
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
楽
し
め
る
遊
び
場
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

１
９
４
８
年
東
京
生
ま
れ
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部

卒
業
。

　

35
年
間
医
師
と
し
て
地
域

医
療
に
携
わ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
と
イ
ラ
ク
の
救
援
活
動
に

も
取
り
組
む
。
著
書
「
が
ん

ば
ら
な
い
」「
あ
き
ら
め
な
い
」

な
ど
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

４
月
12
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
（
１
時
開
場
）

文
化
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
ホ
ー
ル

　

毎
年
恒
例
の
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
演
奏

会
に
向
け
て
み
ん
な
で
一
生
懸
命
練

習
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
練
習
の

成
果
を
ぜ
ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い
！

■
賛
助
出
演　

海
南
児
童
合
唱
団
、

町
民
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ
ア
ン
コ
ー

ル
・
き
み
の
」

■
き
み
の
児
童
合
唱
団
員
紹
介

　

田
中
祐
衣
・
松
尾
莉
佳
・
大
西

彩
月
・
橋
本
柊
圭
・
常
田
優
香
・

西
岡
と
も
み
・
西
生
純
・
上
杉

弥
杏
・
米
田
紗
菜
・
北
晃
知
・

松
尾
ち
あ
き
・
新
出
真
緒
・
新
出

千
聖
・
山
田
莉
緒
・
井
川
千
生

＊
ご
来
場
の
方
、
先
着
１
０
０
名
さ

ま
に
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

５
月
20
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
（
開
場
30
分
前
）

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
無
料

４
月
22
日
（
水
）
よ
り
左
記

に
て
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

中
央
公
民
館　

文
化
セ
ン

タ
ー　

美
里
支
所　

小
川
・

志
賀
野
地
区
公
民
館　

国

吉
・
長
谷
毛
原
・
真
国
出
張

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
各
施
設
就
業･

開

館
時
間
中
で
す
。

■
問
合
せ　

中
央
公
民
館

第
３
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会
開
催

昨年のミュージカル風景

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！
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図
書
室
だ
よ
り

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
月
１
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（「
ほ
た
る
」
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

４
月
22
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
皆

さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

山
下
莉
央（
第
一
保
）

尾
前
知
香（
第
一
保
）

【
二
百
冊
】

平
岩
隆
太
郎（
野
小
１
年
）

【
四
百
冊
】

松
本
紗
也
加（
神
野
保
）

【
五
百
冊
】

田
伏
俊
輝（
野
小
６
年
）

放
課
後
こ
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

児
童
館
料
理
教
室

「
さ
く
ら
も
ち
と
む
し
パ
ン
」

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・
文

化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、

放
課
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

１
・
８
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

「
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー
作

り
」

15
日　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
」

22
日　

絵
本
の
読
み
き
か
せ

（
野
い
ち
ご
の
会
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

１
日　

絵
本
の
読
み
き
か
せ

８･

15
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

「
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー
作

り
」

22
日　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
」

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
小
川
地
区
公
民
館

17
日　

人
形
劇
と
読
み
き
か
せ

（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

４
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

中
央
公
民
館　

調
理
実
習
室

■
講
師　

寺
中
佐
知
子
さ
ん

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
す
い
と
う

※
保
育
園
児
は
保
護
者
同
伴

■
申
込
み　

４
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
４
８
９―

５
９
０
９
）

※
先
着
20
名

■
主
催　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

文
化
協
会
の
会
員
を
募
集
中
！

　

町
民
ま
た
は
、
町
内
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。現
在
、

30
サ
ー
ク
ル
が
加
入
し
て
お

り
、
春
の
作
品
展
示
会
、
芸
能

発
表
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
も
楽
し
い
活
動
に
参
加
し

て
友
達
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま

せ
ん
か
！

（
年
会
費
１
人
１
，
０
０
０
円
）

万
一
の
事
故
に
備
え
て

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

い
つ
で
も
誰
で
も
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き

ま
す
。
掛
金
（
年
額
）
は
中

学
生
以
下
の
子
ど
も
６
０
０

円
、
大
人
１
，
６
０
０
円
（
老

人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
は
１
人

８
０
０
円
）

４
月
の
天
文
教
室

　
「
水
星
を
見
つ
け
よ
う
！
」

４
月
26
日
（
日
）

午
後
６
時
〜（
約
１
時
間
半
）

み
さ
と
天
文
台

　

水
星
が
東
方
最
大
離
角
と
な

り
、
夕
空
の
中
で
観
察
が
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
金

星
や
木
星
・
土
星
に
比
べ
れ

ば
水
星
を
見
つ
け
る
の
は
難
し

く
、
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
装

い
も
新
た
に
な
っ
た
星
の
塔
の

デ
ッ
キ
で
水
星
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
問
合
せ　

み
さ
と
天
文
台

'09
春
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

４
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
集
合

　
　
　
　
（
時
間
厳
守
）

　

中
央
公
民
館
２
階
和
室
研
修
室

■
申
込
み 

４
月
16
日
（
木
）

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
へ

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も
（
プ

ロ
を
除
く
）

■
参
加
費

　

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
。

当
日
徴
収
）

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
備
考　

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー

戦
５
回
戦
、
将
棋
は
総
平
手

戦
。
申
込
み
多
数
の
時
、
分

か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会

囲
碁
部
・
将
棋
部

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■
「
英
雄
の
書 

上
・
下
」

宮
部
み
ゆ
き
・
著

■
「
希
望
ヶ
丘
の
人
々
」

重
松
清
・
著

■
「
金
魚
生
活
」　　

楊
逸
・
著

■
「
喋
々
喃
々
」　

小
川
糸
・
著

■
「
脳
の
休
ま
せ
方
」

米
山
公
啓
・
著

■
「
ひ
と
目
で
わ
か
る
カ
ロ
リ
ー

事
典
」　　
　
　

宗
像
伸
子
・
著

■
「
は
い
し
ゃ
さ
ん
に
き
た
の
は

だ
れ
？
」
ト
ム
・
ハ
ー
バ
ー
・
著

■
「
ペ
ン
ギ
ン
の
ヒ
ナ
」

ベ
テ
ィ
・
テ
イ
サ
ム
・
著

■
「
お
い
し
い
お
と
」

ふ
く
し
ま
あ
さ
え
・
著他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
夕
映
え
天
使
」浅

田
次
郎
・
著

■
「
天
才
絵
師
と
幻
の
生
首
」

佐
藤
雅
美
・
著

■
「
ダ
ブ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

村
山
由
佳
・
著

■
「
臨
床
真
理
」

柚
月
裕
子
・
著

■
「
作
り
お
き
節
約
レ
シ
ピ
」

岩
崎
啓
子
・
著

■
「
記
号
・
単
位
の
ひ
み
つ
」

太
田
幸
夫
・
著

■「
ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た
」

　
　
　
　
　
　
　

村
上
康
成
・
著

■
「
春
に
な
っ
た
ら
あ
け
て
く
だ

さ
い
」　　
　

あ
べ
ま
れ
こ
・
著

■「
と
う
さ
ん
の
あ
し
の
う
え
で
」

い
も
と
よ
う
こ
・
著他

※
文
化
活
動
、
地
域
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
掛
金
に
つ

い
て
は
１
人
年
額
６
０
０
円
。

■
対
象
と
な
る
事
故

　

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団

体
活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経

路
往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
午
前
０

時
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
午
後

12
時
（
申
込
み
受
付
は
随
時
）

※
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で
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興
味
の
あ
る
方
、
一
度
お
越
し

く
だ
さ
い
。
楽
し
い
で
す
よ
。

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ご
利
用
案
内

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
三
十
六

有
形
文
化
財

「
野
上
八
幡
宮
絵
馬
殿
」

　

建
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
拝
殿
と
同
じ
く
天
正
年
代

の
造
営
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
も
と
床
板
張

り
に
高
欄
様
の
も
の
が
あ
っ
た

建
物
で
、
こ
こ
で
舞
楽
が
行
わ

れ
た
舞
台
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
江
戸
時
代
中
ご
ろ
か
ら

舞
楽
は
中
絶
し
、
現
在
は
床
を

取
り
除
い
て
絵
馬
殿
に
使
用
さ

れ
て
お
り
、
一
部
改
造
の
あ
と

も
見
ら
れ
ま
す
。

■
施
設
概
要

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

多
目
的
運
動
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
体
育
館

管
理
棟
・
遊
歩
道
・
駐
車
場

■
使
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

　
（
体
育
館
は
午
後
10
時
）ま
で

■
申
込
手
続
き

　

使
用
３
日
前
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
公
園
管
理
棟
も
し
く
は
中
央

公
民
館
で
申
請
手
続
き
を
お
こ

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

火
曜
日
は
休
園
日
で
す
。

☆
使
用
料
や
予
約
状
況
等
詳
し

く
は
中
央
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
結
果

　

３
月
１
日
（
日
）
に
、
農
村

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平

成
20
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
20
年
度
に
開
催
さ

れ
た
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
主
要
大
会

の
上
位
入
賞
が
参
加
資
格
（
資

格
者
数
84
名
）
と
な
る
今
大
会

に
お
い
て
、
フ
ェ
ア
で
強
靭
な

精
神
と
優
れ
た
技
量
で
見
事
栄

冠
を
手
に
し
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
（
）
内
は
住
居
地
と
ス
コ
ア

《
敬
称
略
》

【
男
子
の
部
】

優
勝　

中
家
忠
嗣（
福
田
88
）

２
位　

横
山
勝
明（
和
歌
山
市
93
）

３
位　

中
谷
信
雄（
福
田
93
）

【
女
子
の
部
】

優
勝　

岩
切
マ
ス
子

（
和
歌
山
市
103
）

２
位　

弓
庭
美
鶴（
毛
原
宮
105
）

３
位　

福
岡
規
子（
毛
原
宮
111
）

　

こ
ん
に
ち
は
、
美
里
大
正
琴
ク

ラ
ブ
で
す
。
私
達
は
毎
月
第
一
・

第
三
月
曜
日
、
自
然
体
験
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
夜
の
７
時

30
分
か
ら
９
時
ま
で
練
習
し
て

い
ま
す
。

　

発
表
会
や
天
文
台
の
観
月
会
、

美
里
園
へ
毎
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
演
奏
に
行
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ

ま
と
と
も
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
美
里
大
正
琴
ク
ラ
ブ
」

代
表　

東　

潤
子

■連絡先　自然体験世代交流センター
　　　　　（電話　495-3127）

総合案内図
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「
き
ょ
う
の
話
題
は
、
…
…

で
す
！
」
各
教
室
か
ら
元
気
な

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
週

４
回
行
っ
て
い
る
『
フ
リ
ー

ト
ー
ク
』
の
始
ま
り
で
す
。
15

分
間
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
全
員
で
話
し
合
い
、
対
話
力

を
養
う
こ
の
活
動
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
は
、
実
に
楽
し
そ
う

に
生
き
生
き
と
自
分
の
考
え
を

伝
え
、
友
だ
ち
の
意
見
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
こ
の
『
フ
リ
ー

ト
ー
ク
』
を
活
用
し
な
が
ら
、

国
語
科
に
お
け
る
読
解
力
の
育

成
や
複
式
授
業
で
の
自
主
学
習

力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
研
究
を

学
校
だ
よ
り

『
お
も
い
を
伝
え
る
子
、

が
ん
ば
る
子
、わ
か
り
あ
え
る
子
』

を
め
ざ
し
て

紀
美
野
町
立
小
川
小
学
校

天
文
台
だ
よ
り

「
紀
美
野
町
で
様
々
な
体
験
を
」

台
長　

矢
動
丸　

泰

　

天
文
台
で
は
、
紀
美
野
町
に

残
さ
れ
て
い
る
昔
な
が
ら
の
美

し
い
星
空
を
、
望
遠
鏡
な
ど
を

通
じ
て
多
く
の
方
々
に
体
験
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

春
の
天
文
台
に
は
、
星
空
以

外
と
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
さ
わ
が
に
レ
ー
ス

は
、
街
の
子
ど
も
た
ち
に
、
自

分
た
ち
の
飲
み
水
が
ど
ん
な
と

こ
ろ
か
ら
流
れ
出
す
か
を
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

レ
ー
ス
の
入
賞
賞
品
は
、
町

内
の
協
賛
団
体
か
ら
提
供
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。
賞
品
は
物
で

な
く
、
も
う
一
度
紀
美
野
町
へ

進
め
、
今
年
２
月
に
そ
の
成
果

を
ま
と
め
た
本
を
出
版
し
ま
し

た
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
、
２
月

27
日
、「
お
が
わ
自
主
研
究
の

集
い
」
を
開
催
し
、
保
護
者
の

皆
様
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら

約
１
２
０
名
の
教
育
関
係
者
等

の
方
々
が
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
や
授
業
の
様
子
を
参
観
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
考
え
を
書
く
、
み
ん

な
の
前
で
意
見
を
言
い
、
友
達

の
意
見
を
聞
く
、
再
度
振
り

返
っ
て
書
く
…
こ
の
粘
り
強
い

繰
り
返
し
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
は
「
自
分
の
考
え
」
を
深

め
、「
自
分
の
気
持
ち
を
自
分

の
言
葉
で
表
現
で
き
る
力
」
や

「
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
で
き

る
力
」
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ら
が
、
よ
り
よ
い
人
間
関

係
を
築
く
力
に
つ
な
が
り
、
多

様
で
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中

で
生
き
て
い
く
力
の
根
源
に
な

る
、
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

遊
び
に
来
て
、
体
験
し
、
楽
し

む
た
め
の
引
換
券
で
す
。
内
容

は
、
温
泉
、
食
事
、
パ
ン
作
り
、

木
工
細
工
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

等
で
す
。

　

開
催
日
は
、
５
月
５
日
の
こ

ど
も
の
日
で
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
（
予
定
）
で
す
。

な
お
、
参
加
受
付
は
４
月
中
旬

頃
に
開
始
予
定
で
す
。
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

昨
年
の
さ
わ
が
に
レ
ー
ス
の
様
子

　

歌
の
小
道

裏
山
に
獣
の
気
配
朧お

ぼ
ろの

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

山
彦
の
す
ぐ
に
返
つ
て
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

三
人
の
卒
業
生
の
入
場
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

ぶ
ら
ん
こ
を
漕
ぐ
笑
ひ
声
振
り
撒ま

き
て　
　
　
　

手
拝
な
を
み

蜑あ
ま

の
家
干
さ
れ
し
網
に
落
椿　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

巫み

こ女
の
舞
宮
司
の
舞
や
春
祭　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

若
布
干
す
浜
は
終
日
風
遊
び　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

日
め
く
り
の
一
枚
ご
と
の
遅
日
か
な　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

春
を
病
む
夫
に
派
手
め
の
パ
ジ
ャ
マ
着
せ　
　
　
　

池
上
幸
子

他
国
か
ら
春
は
黄
砂
で
時
季
を
し
る　
　
　
　
　
　
　

浴
俊
夫

十
二
支
を
七
度
重
ね
て
ま
だ
生
き
る　
　
　
　
　
　

田
渕
竜
男

口
角
を
鏡
に
向
か
い
て
上
げ
て
み
る

　
　
　

今
日
の
一
日
を
朗
る
く
過
ご
そ
う　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

水
仙
が
折
れ
て
も
け
な
げ
に
咲
い
て
い
る

　
　
　

一
本
一
本
供
花
に
と
手
折
る　
　
　
　
　
　

段
木
幸
代

春
泥
に
ま
み
れ
し
指
に
折
り
と
り
し

　
　
　

紅
梅
一
枝
掛
花
と
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
綾
子

拝
前
の
正
面
に
咲
く
玉
椿

　
　
　

こ
と
ほ
ぎ
と
し
て
命
を
も
や
す　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

蝋
梅
の
香
り
や
さ
し
く
咲
き
に
け
り

　
　
　

世
に
な
き
君
の
誕
生
日
の
朝　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

カ
ッ
タ
ー
に
て
息
の
み
切
り
ゆ
く
十
二
支
絵

　
　
　

老
等
の
眼

ま
な
こ

輝
い
て
い
る　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

雲
間
か
ら
ち
ら
り
と
覗
く
下
弦
月

　
　
　

不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
り　
　
　
　

梶
谷
知
子

子
守
終
え
家
路
に
つ
き
し
車
窓
よ
り

　
　
　

春は

る

よ宵
の
満
月
共
に
走
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

【下】国語係が前に出て
授業を進める様子

【左】「和歌山発 ３つの
ステップで読解力をつけ
る複式の国語科授業」
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2月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 29（　） （　） 29（　）
一 般 負 傷 ４（１） （　） ４（１）
交 通 事 故 ２（　） （　） ２（　）
そ の 他 １（　） （　） １（　）
合 計 36（１） （　） 36（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
5
月
3
日
（
日
曜
日
）

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

地
震
発
生
！

そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
阪
神
・

淡
路
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
丸

14
年
が
経
ち
ま
し
た
。私
た
ち
は
、

多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
っ
た
大
惨

事
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の

災
害
対
策
に
い
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
の
基
本
は
「
自
分
の
身
の

安
全
と
財
産
は
自
分
で
守
る
」
で

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

避
難
経
路
の
確
認
や
家
屋
の
点

検
、非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
、

家
族
で
も
う
一
度
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

必
ず
や
っ
て
く
る
東
南
海
・

南
海
地
震
に
備
え
よ
う
！

《
地
震
が
起
き
た
時
の
心
得
10
ヶ
条
》

１
．
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
。

　

揺
れ
が
お
さ
ま

る
ま
で
、
机
の
下

な
ど
丈
夫
な
家
具

に
身
を
寄
せ
ま

し
ょ
う
。

２
．
す
ば
や
く
火
の
始
末
。

　
　

落
ち
着
い
て
火
を
消
し
、

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
て
く
だ

さ
い
。

３
．
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保
。

　
　

建
物
が
ゆ
が
み
、
ド
ア
が

開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
出
口
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

４
．
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
。

　
　

火
が
出
た
ら
す
ば

や
く
み
ん
な
で
消
火

活
動
を
。
延
焼
し
た

ら
大
変
で
す
。

５
．
あ
わ
て
て
外
に
飛

び
出
さ
な
い
。

　
　

外
に
出
る
と
き
は
落
下
物
な

ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
狭
い
路
地
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

は
近
づ
か
な
い
。

　
　

狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
門
柱
、

石
垣
に
近
づ
か
な
い
。

７
．
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護
。

　
　

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、

け
が
人
や
病
人
の
応
急
救
護

の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

８
．
山
崩
れ
・
崖
崩
れ
、
津
波
に

注
意
。

　
　

危
険
な
場
所
で
は
す
み
や

か
な
避
難
行
動
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

９
．
避
難
は
徒
歩
で
荷
物
は
最
小

限
に
す
る
。

　
　

車
で
の
避
難
は
危
険
で
す
。

道
路
は
緊
急
車
両
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

10
．
正
し
い
情
報
を
聞
く
。

　
　

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
正
し
い
情
報
を

入
手
し
、
冷
静
な
行
動
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

《
火
を
出
さ
な
い
対
策
》

　

地
震
に
よ
る
火
災
は
被
害
を
拡

大
し
ま
す
。
火
災
は
「
出
し
て
消

す
よ
り
、出
さ
な
い
こ
と
」
で
す
。

日
頃
か
ら
火
を
使
う
と
こ
ろ
に
は

消
火
器
や
消
火
用
の
水
を
用
意

し
、
万
一
火
が
出
て
も
す
ぐ
消
せ

る
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
な
ど
で
、
消

火
器
の
使
い
方
を
身
に
つ
け
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
火
が
天
井

ま
で
燃
え
広
が
っ
た
ら
一
人
で
消

す
こ
と
は
無
理
で
す
。
天
井
に
燃

え
移
る
ま
で
の
３
分
か
ら
５
分
の

わ
ず
か
な
時
間
が
自
分
で
消
火
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
素
早
く
火

を
消
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○　

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く

に
倒
れ
や
す
い
家
具
類
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○　

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
必
ず
「
対

震
自
動
消
火
装
置
付
」
の
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○　

灯
油
、
食
用
油
な
ど
燃
え
や

す
い
も
の
は
簡
単
に
倒
れ
な
い

よ
う
に
し
、
火
元
か
ら
十
分
に

離
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○　

火
を
使
う
と
こ
ろ
に
は
消
火

器
や
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

《
救
出
・
救
助
活
動
》

○　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

９
割
近
く
の
人
が
倒
壊
家
屋
の

下
敷
き
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
数
倍
の
人

が
倒
壊
物
の
下
か
ら
救
出
さ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
人
達
の
４
分
の
３
は

家
族
や
、
近
所
の
人
に
助
け
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

○　

大
震
災
で
は
警
察
、
消
防
が

直
後
に
全
て
の
場
所
に
救
出
に

駆
け
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
の
身
の
安
全
ば
か
り

で
な
く
「
自
ら
の
地

域
は
皆
で
守
る
」
を

合
言
葉
に
、
地
域
で

救
出
活
動
を
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

《
地
震
が
お
さ
ま
っ
て
も
》

○
火
事
が
あ
れ
ば
消
火
す
る
。

○
け
が
人
を
救
護
す
る
。

○
建
物
の
倒
壊
や
破
損
に
よ
る
落

下
の
危
険
箇
所
が
な
い
か
点
検

す
る
。

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
正
し
い

情
報
を
把
握
す
る
。

《
非
常
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
》

□
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

※
食
料
関
係
（
最
低
で
も
３
日
分

を
用
意
）

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）

□
乾
パ
ン
や
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
レ
ト

ル
ト
食
品
や
缶
詰

□
粉
ミ
ル
ク
と
ほ
乳
び
ん

□
ナ
イ
フ
、
缶
切
り　

□
鍋
や
水
筒

※
救
急
・
安
全

□
救
急
医
薬
品　

□
常
備
薬
の
予
備

□
予
備
の
メ
ガ
ネ　

□
防
災
ず
き
ん
や
帽
子　

□
底
の
厚
い
靴　

□
ホ
イ
ッ
ス
ル

※
貴
重
品

□
現
金
（
小
銭
も
必
要
）

□
預
金
通
帳
、
認
印　

□
健
康
保
険
証
の
写
し　

□
連
絡
カ
ー
ド
や
身
分
を
証
明
す

る
も
の

※
衣
類
等

□
下
着

□
セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
バ
ー
類

□
毛
布　

□
雨
具　

□
タ
オ
ル

※
日
用
品

□
携
帯
ラ
ジ
オ　

□
懐
中
電
灯
、
予
備
の
電
池　

□
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー　

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ　

□
生
理
用
品　

□
紙
お
む
つ　

□
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
筆
記
用
具

□
厚
手
の
ゴ
ミ

袋
・
□
年
に
一
度

は
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
新
し
い
も

の
と
交
換
し
ま

し
ょ
う
。
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
１日（水）14:30 ～ 読み聞かせ 文化センター 学事・生涯学習室 495-9055
５日（日）１0:00 ～ 森のひだまり市 in ふれあい公園～春のつどい～ のかみふれあい公園 のかみふれあい公園 489-5300
６日（月）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１２日（日）・２６日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
８日（水）
〃　　

町内中学校入学式
町内保育所入所の集い

各中学校
各保育所

総務学事課
保健福祉課

489-5910
489-9960

９日（木） 町内小学校入学式 各小学校 総務学事課 489-5910
12日（日）13:30 ～ きみの児童合唱団定期演奏会 文化センター 生涯学習課 489-5915
15日（水）13:00 ～ 行政相談【～１５：００】 中央公民館・美里支所 総務課

総務・税務室
489-5912
495-3471

16日（木） 移動町長室【28日（火）】 美里支所 総務課
総務・税務室

489-5912
495-3471

18日（土）13:30 ～ 児童館料理教室 中央公民館 青少年センター 489-5909
22日（水）14:30 ～ 読み聞かせ 中央公民館 生涯学習課 489-5915
26日（日）18:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
29日（祝）11:00 ～ 生石高原山開き 生石高原 産業課 489-5901

4月

　いよいよ４月。入学（園）、入社と新しいスタートを
きられる方も多いことと思います。心新たにがんばって
ください。桜の花も応援してくれていますよ。
　また、紀美野町の新年度予算も決まり、いろいろな事
業がスタートします。今後ともよろしくお願いします。

編 集 後 記

（平成21年2月末現在）

紀美野町面積128.31km2

人の動き
総人口………… 11,251人
 　男　………… 5,227人
 　女　………… 6,024人
 世帯数………… 4,643世帯

国保野上厚生総合病院からのお知らせ

春の全国交通安全運動
期間：４月６日（月）～１５日（水）

◆運動の重点
・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底

・自転車の安全利用の推進
・子どもと高齢者の交通事故防止
・飲酒運転の根絶

ママやめて うんてんちゅうの おでんわを
（平成21年度和歌山県交通安全年間スローガン 子どもの部最優秀作）

陸上自衛隊信太山駐屯地
創立５２周年記念行事

日時　５月１０日（日）　9時～ 15時
場所　陸上自衛隊信太山駐屯地（和泉市伯太町官有地）
お問い合わせ先　同広報室（℡ 0725-41-0090）

平成２１年４月１日から、各科の外来診察スケジュールを以下の通り変更致します。

月 火 水 木 金 土

一診 阿 河 池 本 阿 河 池 本 丹 羽
丹 羽
交互

西村・小林

二診 西 村 口 井 小 林

《内科》

※　土曜日は、隔週に丹羽医師、他の隔週に西村医師・小林医
師が、交互に診察に当たります。

月 火 水 木 金 土

一診 堂 西 交代制 岡 堂 西 岡 交代制

二診 伊 奈 伊 奈 伊 奈

《外科》

月 火 水 木 金 土

生 駒 馬 淵 生 駒 生 駒 生 駒 矢 本

《産婦人科》

○　里帰り出産の場合は、まずはご連絡ください。

月 火 水 木 金 土

医大医師 休 診 休 診 医大医師 休 診 医大医師

《耳鼻咽喉科》

●　これらの日程表は、平成２１年３月現在のものですので
変更となる事があります。ご了承ください。
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こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
紀
美
野

町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
旧
若
者
広

場
・
動
木
地
区
）
の
竣
工
式
が

３
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
多
目
的
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

竣
工
式
に
は
、
仁
坂
県
知
事
を

は
じ
め
県
選
出
の
国
会
議
員
な

ど
多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
寺
本
光
嘉
町
長
が
、

「
平
成
27
年
開
催
の
和
歌
山
国

体
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
と

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

　
　
　
　
　
　
　

完
成
を
祝
う
!!

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

　
　
　
　
　
　
　

完
成
を
祝
う
!!

３
月
７
日
に
竣
工
式

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

テープカット
な
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
体

力
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
施
設
の
利
用
者
を
代

表
し
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
や
少
年

サ
ッ
カ
ー
な
ど
４
ク
ラ
ブ
の
代

表
の
選
手
た
ち
か
ら
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
関
係
者
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
記
念
植
樹
を
し
て
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
オ
ー
プ
ニ
ン謝辞を述べる子どもたち

竣工式風景

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
県
立
和
歌

山
商
業
高
等
学
校
な
ど
県
内
の

高
校
生
４
チ
ー
ム
に
よ
る
ホ
ッ

ケ
ー
交
流
試
合
、
ホ
ッ
ケ
ー
教

室
と
紀
州
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
に
よ

る
少
年
野
球
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
８
日
に
は
、
元

ヤ
ン
マ
ー（
現
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
）

の
西
出
拓
司
さ
ん
に
よ
る
少
年

サ
ッ
カ
ー
教
室
、
井
上
悟
さ
ん

（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
）
に

よ
る
陸
上
教
室
が
行
わ
れ
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園

野球教室

陸上教室 サッカー教室

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

開
か
れ
る

は
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
憩
い
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

待
望
の
集
会
所

完 

成
！

待
望
の
集
会
所

完 

成
！

芝
崎
集
会
所
（
動
木
地
区
）

　

芝
崎
集
会
所
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
３
月
18
日
に
関
係
者

が
集
ま
り
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

完
成
し
た
集
会
所
は
、
木

造
平
屋
建
、
延
床
面
積

８
５
・
８
３
㎡
で
、
間
取
り
は
、

集
会
室
と
調
理
実
習
室
、
玄
関
・

ホ
ー
ル
等
で
、
事
業
費
は
、
約

２
，
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
住
民
の
文
化
、

交
流
活
動
の
場
と
し
て
大
い
に

活
用
さ
れ
ま
す
。




